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草津川の概要 

世界的に著名な天井川である草津川は,草津市街地を南北に分断するように流れており,そ

の川床は,市街地で平地より 5～6m,堤防までで 9～11m の高低差を持っています。このため

JR や国道などの,主要な交通機関は,草津川を横断する手段として川床下を掘り抜いて作ら

れました。そのため,結果的に平地にトンネルができました。 

 

 この天井川の草津川は,大津市上田上桐生地先を源とし,途中,美濃郷川及び金勝川を合流

しつつ,草津市北山田地先の琵琶湖に注ぐ全長約 15kmの一級河川で,古名を砂川と称してい

ました。 

 

 草津川の天井川化は,各種文書から江戸時代頃に始まるとされています。背後の湖南アル

プスは,風化の進んだ花崗岩で成り立っており,雨などによって大量の土砂が,草津川等の麓の

河川に流れ込み,急激な川床の上昇をもたらしました。川床の上昇は,少量の降雨に際しても,

流域に洪水の被害をもたらすことになります。これに対する即効的な治水対策としては,堆積

した川床の土砂の掘り下げしかなく,掘った土砂は,川の両岸に盛られ,結果的に,堤が高くなっ

ていくことになりました。 

 

 こうした,土砂の堆積作用と土砂の排除行為といった,自然および人為作用,この両者の相乗

作用によって現在の私たちが見慣れた風景である「天井川」,草津川が誕生していったので

す。 

 

 

 
滋賀県土木交通部河港課ホームページ（草津川の将来を考える）、 

草津市史資料集５（歴史写真集）からの引用 
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天井川ができるまで 

天井川の模式図は、よく川の外側に築堤されるようになっていますが、実際の天井川の断

面の観察からは、堤体土はより川側へと川の堆積物の上に繰り返し積まれたようです。この

積み方のメリットは川の外側の耕作地が減少しないことですが、一方では川の断面積はどん

どん小さくなり、高い所を水が流れることになるので、ますます危険な川になってしまいます。 
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（資料：河野俊夫,1999.4,天井川がどうしてできるか考えよ,地学研究第 47 巻第 4号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 
 

草津川の水害 

草津川はこれまでに、洪水時に堤防から水があふれたり、堤防が決壊して沿川に大きな水害

をもたらしてきました。特に、天井川であることから、堤防が決壊したときは川の水が全部沿

川にあふれだして、大きな被害を受けることになります。また、川底が高いことから、沿川に降

った雨は草津川に流れ込まずに市街地にたまってしまい人家が浸水してしまうことになります。 

 

天井川というのは、先人たちが、長い生活の闘いの中から地域を洪水氾濫の危険から守る

ために苦労して高い堤防を積み上げてきたものでありますが、自然の猛威は時にその能力を

超えて甚大な水害をもたらしてきました。 

 

我々の世代では同じ治水の目的で「新たな放水路の開削」という手段を選択して、昭和 46年

度(1971年度)からその実現に向けて取り組みを始め、以来31年という長い歳月を経てようや

く、平成14年3月には上流の金勝川合流点で新しい放水路に水が切り替えられるという段階

になりました。このことにより、草津川沿川の治水安全度（洪水氾濫の危険からまぬがれる確

率）は飛躍的に向上し、長年にわたる沿川住民の悲願が達成されることになります。  

  

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 28 年(1953 年)9 月 23 日～25日の 

台風 13 号による水害－1 

草津川の増水で床上浸水した草津市街地

中心部 

 

昭和 28 年(1953 年)9 月 23 日～25日の 

台風 13 号による水害－2 

美濃郷川（草津川の支川）の堤防決壊で 

水防活動を行っている（草津市山寺町地先） 
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昭和 28 年(1953 年)9 月 23 日～25日の 

台風 13 号による水害－3 

草津川の堤防決壊で水防活動を行ってい

る（栗東町岡地先） 

 

 

 

昭和41年(1966年)3月豪雨による水害－1 

草津川左岸国道 1号付近 

 

 

昭和41年(1966年)3月豪雨による水害－2 

草津川左岸国道 1号付近 

大津側から草津川トンネルを望む 

 

 

昭和 61年(1986 年)6 月梅雨前線豪雨によ

る水害－1 

伯母川の氾濫 

県合同庁舎西側、右側が伯母川、上流を

望む 

 

昭和 61 年(1986 年)6 月梅雨前線豪雨によ

る水害－2 

伯母川の氾濫 

草津市役所の西側、左側が伯母川、下流

を望む 

 

 

昭和 61年(1986 年)6 月梅雨前線豪雨によ

る水害－3 

伯母川の氾濫 

立木神社前の交差点付近 
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草津川の桜並木 

1910年（明治43年）、草津小学校の卒業記念として当時の校長深尾平八が草津川の堤防に

楓、桜を植え、人々の憩いの場にしようと考えたのが始まりとされています。以降 6年間継続

され、草津川橋より下流へ約 1km 植樹されています。 

写真は 2001 年 4月 8 日に撮影したものです。 
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宿場祭り 

今年の宿場祭りは、あいにくの小雨模様でしたが、恒例の大名行列は予定通り行われました。

立木神社前を出発して旧東海道を草津宿本陣から商店街の方へ向かい、草津マンポをとお

り小汐井神社前から草津川橋（旧東海道の徒歩（かち）渡しの付近）を渡り、横町道標を左に

見て、旧東海道を追分道標まで厳かに行われました。 

写真は 2001 年 4月 29 日に撮影したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大名行列の先頭が草津川橋にさしかかったところ 
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草津川周辺の歴史 

 

 

                      

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「木曾街道六十九次之内、草津追分 

（伊勢利版）歌川広重画。                      

草津川の徒歩（かち）渡しを描いたもの。   

明治１９年（1866）に作られた草津川の隧道

は、アーチ式煉瓦両側石積み、長さ 43.6m、

高さ 3.6m、幅 4.5m で、道路は少し掘り下げ

られた。そのため、左側の民家は石積みを

し、石段を数段上って入る。右手の２階建て

の建物は、翌２０年に完成した警察署。 

 

 草津川マンポ（昭和３８年） 

明治１９年に完成したマンポが昭和３９年に

改修されるまでの間、実に８０年にわたって

使われていた。現在のトンネルより空間は

狭く暗く、長く感じるものであった。 

現在の草津川マンポ 

壁画には、上の広重の浮世絵「草津川の渡

し」などが描かれている。 
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草津宿本陣側から草津マンポを望む。      

マンポの上は草津川の堤防。           

 

 

 

 

 

 

  

    

 

 

 

 

草津川の下を旧国鉄東海道本線トンネル（左側） 

現在の JR 琵琶湖線トンネル（右側）がとおる。 

旧国鉄東海道本線トンネル：1888 年（明治 19 年）に築造されたもの。 

トンネル坑口は当時のレンガ造りがそのまま残っている。 

その西側に1970年（昭和45年）に複々線トンネルが築造され、旧トンネルは現在は使われて

いない。 

  

 

 

 

 
 



 

 検 討 対 象 地 の 現 況 図 

JR 南草津駅 

JR 草津駅 

１.３ｋｍ（河川区域） 

 

５.７ｋｍ（草津川廃川敷地） 

琵琶湖 
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（写真撮影：平成 22 年 5月 6日） 
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